
平 成 30 年
４月１日
（日曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
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口
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事
務
決
裁
規
程
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す
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山
口
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
四
月
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
口
県
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
山
口
県
訓
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
条
第
一
項
の
表
知
事
部
局
及
び
会
計
管
理
局
以
外
の
部
局
の
項
中
「
主
務
教
育
次
長
」
を
「
副

教
育
長
」
に
改
め
る
。

「

別
表
第
一
の
⚒
の
表
⚔
の
項
の
⒅
中

○

「
を
」

○

に
改
め
る
。

」

別
表
第
二
の
⚑
の
項
中
「地

方
自
治
法
（

」
を
「地

方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

。

」
に
改

め
、
同
項
中
⚲
か
ら
⚷
ま
で
を
削
り
、
⚸
を
⚲
と
し
、
⚹
か
ら
⚻
ま
で
を
⚳
か
ら
⚵
ま
で
と
し
、
同
項

の
⚼
中
「⚻

」
を
「⚵

」
に
改
め
、
同
項
の
⚼
を
同
項
の
⚶
と
し
、
同
表
中
39
の
項
を
40
の
項
と
し
、

38
の
項
を
39
の
項
と
し
、
37
の
項
を
38
の
項
と
し
、
36
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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37
地
域
経
済
牽
引
事

業
の
促
進
に
よ
る
地

域
の
成
長
発
展
の
基

盤
強
化
に
関
す
る
法

律
（
平
成
19年
法
律

第
40号
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務

⑴
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
承
認
（
法
第
13条
第
４
項
）

そ
の
他
の
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

○

別
表
第
二
の
備
考
⚕
中
「38の

項

」
を
「39の

項

」
に
改
め
、
同
備
考
⚖
中
「39の

項

」
を
「40の

項

」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
の
⚑
の
表
学
事
文
書
課
の
部
11
の
項
の
⒇
中
「⒆

」
を
「⚨

」
に
改
め
、
同
項
の
⒇
を
同

項
の
⚩
と
し
、
同
項
の
⒆
中
「是

正
命
令

」
を
「是

正
の
要
求

」
に
改
め
、
同
項
中
⒆
を
⚨
と
し
、
⒁

か
ら
⒅
ま
で
を
⒅
か
ら
⚧
ま
で
と
し
、
⒅
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⒄
理
事
長
の
任
命
（
法
第
71条
第
８
項
）

○

別
表
第
三
の
⚑
の
表
学
事
文
書
課
の
部
11
の
項
中
⒀
を
⒃
と
し
、
⑸
か
ら
⑿
ま
で
を
⑻
か
ら
⒂
ま
で

と
し
、
同
項
の
⑷
中
「第

⚔
項

」
を
「第

⚓
項

」
に
改
め
、
同
項
中
⑷
を
⑺
と
し
、
⑶
を
⑹
と
し
、
⑵

を
⑸
と
し
、
同
項
の
⑴
中
「地

方
独
立
行
政
法
人
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）

」

を
「法

」
に
改
め
、
同
項
中
⑴
を
⑷
と
し
、
⑷
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑴
定
款
の
変
更
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
８
条
第
２
項
）

○

⑵
監
事
の
任
命
（
法
第
14条
第
２
項
）

○

⑶
理
事
長
又
は
監
事
の
解
任
（
法
第
17条
第
１
項
－
第

３
項
）

○

「

別
表
第
三
の
⚒
の
表
中

課・室・分室

「
を

」

課・室

に
改
め
、
同
表
中
山
間
地
域
づ
く
り
推
進
課
の
部
⚖
の

」

項
中
「特

殊
土
じ
よ
う

●
●

●地
帯
災
害
防
除
及
び
振
興
臨
時
措
置
法

」
を
「特

殊
土
壌
地
帯
災
害
防
除
及
び

振
興
臨
時
措
置
法

」
に
改
め
、
別
表
第
三
の
⚓
の
表
⚓
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４
地
域
経
済
牽
引
事
業

の
促
進
に
よ
る
地
域
の

成
長
発
展
の
基
盤
強
化

に
関
す
る
法
律
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て

⑴
基
本
計
画
の
作
成
及
び
変
更
（
法
第
４
条
第
１
項
、

第
５
条
第
１
項
）

○

⑵
協
議
会
の
組
織
（
法
第
７
条
第
１
項
）

○

二
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「
法
」
と
い
う
。
）
の

施
行
に
関
す
る
事
務

⑶
⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に
関
す

る
こ
と
。

○

「

別
表
第
三
の
⚔
の
表
中

課・室

「
を

」

課・室・分室

に
改
め
、
同
表
県
民
生
活
課
の
部
に
次
の
よ
う
に
加
え

」

る
。３

地
域
に
お
け
る
犯
罪

の
防
止
に
係
る
施
策
の

企
画
及
び
総
合
調
整
に

関
す
る
事
務

⑴
地
域
に
お
け
る
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
基
本
的
施
策

の
決
定

○

⑵
地
域
に
お
け
る
犯
罪

の
防
止
に
係
る
施
策
の

企
画
、
推
進
及
び
調
整

課
長
が
特
に
重
要
と
認
め
る

も
の

○

課
長
が
特
に
重
要
と
認
め
る

も
の
以
外
の
も
の

○

４
交
通
安
全
対
策
基
本

法
（
昭
和
45年
法
律
第

110号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
に
関
す

る
事
務

⑴
県
交
通
安
全
計
画
の
実
施
に
関
す
る
要
請
等
（
法
第

27条
）

○

⑵
交
通
安
全
基
本
計
画
等
の
作
成
等
に
関
す
る
要
請

（
法
第
28条
）

○

別
表
第
三
の
⚔
の
表
地
域
安
心
・
安
全
推
進
室
の
部
を
削
り
、
同
表
環
境
政
策
課
の
部
⚖
の
項
の
⚦

中
「⒇

」
を
「⚦

」
に
改
め
、
同
項
中
⚦
を
⚧
と
し
、
⒇
を
⚦
と
し
、
同
項
の
⒆
中
「第

27条
第
⚔

項

」
を
「第

27条
第
⚓
項

」
に
改
め
、
同
項
中
⒆
を
⒇
と
し
、
⒀
か
ら
⒅
ま
で
を
⒁
か
ら
⒆
ま
で
と

し
、
⑿
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⒀
改
善
勧
告
等
及
び
改
善
命
令
等
（
法
第
18条
の
29第

１
項
、
第
２
項
）

○

別
表
第
三
の
⚔
の
表
環
境
政
策
課
の
部
13
の
項
中
⑵
を
削
り
、
⑶
を
⑵
と
し
、
⑷
を
削
り
、
⑸
を
⑶

と
し
、
⑹
か
ら
⑿
ま
で
を
⑷
か
ら
⑽
ま
で
と
し
、
同
項
の
⒀
中
「⑿

」
を
「⑽

」
に
改
め
、
同
項
の
⒀

を
同
項
の
⑾
と
し
、
同
表
生
活
衛
生
課
の
部
中
22
の
項
を
23
の
項
と
し
、
⚗
の
項
か
ら
21
の
項
ま
で
を

一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
⚖
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

７
住
宅
宿
泊
事
業
法

（
平
成
29年
法
律
第
65

号
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
に
関
す

る
事
務

⑴
国
土
交
通
大
臣
に
対
す
る
要
請
（
法
第
42条

第
２

項
）

○

⑵
住
宅
宿
泊
事
業
等
関
係
行
政
事
務
の
処
理
に
つ
い
て

の
協
議
（
法
第
68条
第
２
項
）

○

⑶
⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に
関
す

る
こ
と
。

○

三
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別
表
第
三
の
⚔
の
表
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
の
部
⚑
の
項
の
⒄
中
「第

19条
の
10第

⚑
項

」

を
「第

19条
の
11第

⚑
項

」
に
改
め
、
同
項
の
⒇
中
「⒆

」
を
「⒇

」
に
改
め
、
同
項
中
⒇
を
⚦
と

し
、
⒆
を
⒇
と
し
、
⒅
を
⒆
と
し
、
⒄
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⒅
生
活
環
境
の
保
全
上
の
支
障
の
除
去
等
の
措
置
（
法

第
19条
の
８
第
１
項
）

○

別
表
第
三
の
⚔
の
表
自
然
保
護
課
の
部
⚕
の
項
の
⑷
、
⒂
、
⒄
及
び
⒆
中
「農

林
事
務
所

」
を
「農

「

林
水
産
事
務
所
山
口
県
下
関
農
林
事
務
所

」
に
改
め
、
別
表
第
三
の
⚕
の
表
中

課・室

「
を

」

課

」

に
改
め
、
同
表
指
導
監
査
室
の
部
を
削
り
、
同
表
医
療
政
策
課
の
部
⚘
の
項
の
⑴
中
「第
11条

第
⚑

項

」
を
「第

12条
第
⚑
項

」
に
改
め
、
同
表
医
務
保
険
課
の
部
⚑
の
項
の
⑾
中
「⑽

」
を
「⑿

」
に
改

め
、
同
項
中
⑾
を
⒀
と
し
、
⑽
を
削
り
、
同
項
の
⑼
中
「。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
政
令
」
と
い

う
。
）
第
⚓
条
第
⚑
項

」
を
「）

第
⚓
条
第
⚒
項

」
に
改
め
、
同
項
中
⑼
を
⑿
と
し
、
⑹
か
ら
⑻
ま
で

を
⑼
か
ら
⑾
ま
で
と
し
、
⑼
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑻
都
道
府
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
の
策
定
（
法
第

82条
の
２
第
１
項
）

○

別
表
第
三
の
⚕
の
表
医
務
保
険
課
の
部
⚑
の
項
中
⑸
を
⑺
と
し
、
⑷
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑸
再
審
査
の
求
め
（
法
第
75条
の
４
第
１
項
）

○

⑹
保
険
給
付
の
取
消
し
の
勧
告
（
法
第
75条
の
５
第
１

項
）

○

別
表
第
三
の
⚕
の
表
医
務
保
険
課
の
部
13
の
項
の
⒂
中
「⒁

」
を
「⒆

」
に
改
め
、
同
項
の
⒂
を
同

項
の
⒇
と
し
、
同
項
の
⒁
中
「是
正
命
令

」
を
「是

正
等
の
命
令

」
に
改
め
、
同
項
中
⒁
を
⒆
と
し
、

⑷
か
ら
⒀
ま
で
を
⑼
か
ら
⒅
ま
で
と
し
、
⑼
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑺
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
等
（
法
第
28条

第
１

項
、
第
６
項
）

○

⑻
業
務
の
廃
止
等
の
措
置
（
法
第
30条
第
１
項
）

○

別
表
第
三
の
⚕
の
表
医
務
保
険
課
の
部
13
の
項
の
⑶
中
「第

⚔
項

」
を
「第

⚓
項

」
に
改
め
、
同
項

中
⑶
を
⑹
と
し
、
⑵
を
⑸
と
し
、
同
項
の
⑴
中
「地

方
独
立
行
政
法
人
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）

」
を
「法

」
に
改
め
、
同
項
中
⑴
を
⑷
と
し
、
⑷
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑴
定
款
の
変
更
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
８
条
第
２
項
）

○

⑵
理
事
長
又
は
監
事
の
任
命
（
法
第
14条
第
１
項
、
第

２
項
）

○

⑶
理
事
長
又
は
監
事
の
解
任
（
法
第
17条
第
１
項
－
第

３
項
）

○

別
表
第
三
の
⚕
の
表
長
寿
社
会
課
の
部
⚓
の
項
の
⑹
中
「措

置
命
令
（
法
第
29条

第
⚔
項

」
を
「措

置
等
の
命
令
（
法
第
29条

第
13項

、
第
14項

」
に
改
め
、
同
部
⚘
の
項
中
⑶
及
び
⑷
を
削
り
、
⑸
を
⑶

と
し
、
⑹
か
ら
⑾
ま
で
を
⑷
か
ら
⑼
ま
で
と
し
、
⑼
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑽
介
護
医
療
院
の
開
設
の
許
可
及
び
入
所
定
員
等
の
変

更
の
許
可
（
法
第
107条

第
１
項
、
第
２
項
）

○

⑾
介
護
医
療
院
の
設
備
の
使
用
制
限
等
（
法
第
114条

の
３
）

○

別
表
第
三
の
⚕
の
表
長
寿
社
会
課
の
部
⚘
の
項
の
⑿
及
び
⒀
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

⑿
介
護
医
療
院
の
管
理
者
の
変
更
の
命
令
（
法
第
114

条
の
４
第
１
項
）

○

⒀
介
護
医
療
院
の
開
設
者
に
対
す
る
業
務
運
営
の
勧

告
、
命
令
等
（
法
第
114条

の
５
第
１
項
－
第
３
項
）

○

別
表
第
三
の
⚕
の
表
長
寿
社
会
課
の
部
⚘
の
項
の
⒇
中
「⒆

」
を
「⚧

」
に
改
め
、
同
項
中
⒇
を
⚨

と
し
、
⚨
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⚦
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
開
設
者
に
対
す
る
勧

告
、
命
令
等
（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
18年

法
律
第
83号
）
附
則
第
130条

の
２
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
た
同
法
第
26条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
113条

の
２
第
１
項
－
第
３
項
）

○

⚧
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
指
定
の
取
消
し
等

（
旧
法
第
114条

第
１
項
）

○

別
表
第
三
の
⚕
の
表
長
寿
社
会
課
の
部
⚘
の
項
中
⒆
を
⒇
と
し
、
⒁
か
ら
⒅
ま
で
を
⒂
か
ら
⒆
ま
で

と
し
、
⒀
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⒁
介
護
医
療
院
の
開
設
の
許
可
の
取
消
し
等
（
法
第

114条
の
６
第
１
項
）

○

別
表
第
三
の
⚕
の
表
こ
ど
も
家
庭
課
の
部
中
⚙
の
項
を
10
の
項
と
し
、
⚔
の
項
か
ら
⚘
の
項
ま
で
を

四
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一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
⚓
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４
民
間
あ
っ
せ
ん
機
関

に
よ
る
養
子
縁
組
の

あ
っ
せ
ん
に
係
る
児
童

の
保
護
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
28年
法
律
第

110号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
に
関
す

る
事
務

⑴
民
間
あ
つ
せ
ん
機
関
の
許
可
（
法
第
６
条
第
１
項
）

○

⑵
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
（
法
第
12条
第
２
項
）

○

⑶
改
善
命
令
（
法
第
15条
）

○

⑷
許
可
の
取
消
し
等
（
法
第
16条
第
１
項
、
第
２
項
）

○

⑸
⑴
か
ら
⑷
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

○

「

別
表
第
三
の
⚖
の
表
中

課・室

「
を

」

課

に
改
め
、
同
表
新
産
業
振
興
課
の
部
⚓
の
項
の
⒃
中

」

「⒂

」
を
「⒇

」
に
改
め
、
同
項
の
⒃
を
同
項
の
⚦
と
し
、
同
項
の
⒂
中
「是
正
命
令

」
を
「是

正
等

の
命
令

」
に
改
め
、
同
項
中
⒂
を
⒇
と
し
、
⑸
か
ら
⒁
ま
で
を
⑽
か
ら
⒆
ま
で
と
し
、
⑽
の
前
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

⑻
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
等
（
法
第
28条

第
１

項
、
第
６
項
）

○

⑼
業
務
の
廃
止
等
の
措
置
（
法
第
30条
第
１
項
）

○

別
表
第
三
の
⚖
の
表
新
産
業
振
興
課
の
部
⚓
の
項
の
⑷
中
「第

⚔
項

」
を
「第

⚓
項

」
に
改
め
、
同

項
中
⑷
を
⑺
と
し
、
⑶
を
⑹
と
し
、
⑵
を
⑸
と
し
、
同
項
の
⑴
中
「地

方
独
立
行
政
法
人
法
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）

」
を
「法

」
に
改
め
、
同
項
中
⑴
を
⑷
と
し
、
⑷
の
前
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

⑴
定
款
の
変
更
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
８
条
第
２
項
）

○

⑵
理
事
長
又
は
監
事
の
任
命
（
法
第
14条
第
１
項
、
第

２
項
）

○

⑶
理
事
長
又
は
監
事
の
解
任
（
法
第
17条
第
１
項
－
第

３
項
）

○

別
表
第
三
の
⚖
の
表
企
業
立
地
推
進
課
の
部
⚑
の
項
の
⑴
及
び
⑵
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

⑴
企
業
等
の
誘
致
に
関
す
る
基
本
方
針
の
決
定

○

⑵
企
業
等
の
誘
致
計
画
の
策
定

○

別
表
第
三
の
⚖
の
表
企
業
立
地
推
進
課
の
部
⚑
の
項
の
⑶
を
削
り
、
同
項
の
⑷
中
「か

ら
⑶
ま
で

」

を
「及

び
⑵

」
に
改
め
、
同
項
の
⑷
を
同
項
の
⑶
と
し
、
同
部
⚓
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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３
地
域
再
生
法
（
平
成

17年
法
律
第
24号
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）
の

規
定
に
基
づ
く
地
方
活

力
向
上
地
域
等
特
定
業

務
施
設
整
備
事
業
に
関

す
る
事
務

⑴
地
域
再
生
計
画
の
作
成
等
（
法
第
５
条
第
１
項
）

○

⑵
認
定
地
域
再
生
計
画
の
変
更
（
法
第
７
条
第
１
項
）

○

⑶
協
議
会
の
組
織
（
法
第
12条
第
１
項
）

○

⑷
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
規
定
に

基
づ
く
地
方
活
力
向
上
地
域
等
特
定
業
務
施
設
整
備
事

業
に
関
す
る
こ
と
。

○

別
表
第
三
の
⚖
の
表
労
働
政
策
課
の
部
⚔
の
項
及
び
⚕
の
項
を
削
り
、
同
部
⚓
の
項
中
「第

⚔
条
第

⚒
項

」
を
「第

⚔
条
第
⚒
項
第
⚒
号

」
に
改
め
、
同
項
を
同
部
⚕
の
項
と
し
、
同
部
⚒
の
項
中
⑵
を
削

り
、
⑶
を
⑵
と
し
、
⑷
か
ら
⑹
ま
で
を
⑶
か
ら
⑸
ま
で
と
し
、
同
部
中
⚒
の
項
を
⚔
の
項
と
し
、
⚑
の

項
を
⚓
の
項
と
し
、
⚓
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１
青
少
年
の
雇
用
の
促

進
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
45年
法
律
第
98

号
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
に
関
す

る
事
務

⑴
青
少
年
雇
用
対
策
基
本
方
針
に
つ
い
て
の
意
見
の
申

出
（
法
第
８
条
第
４
項
）

○

⑵
⑴
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に
関
す
る
こ

と
。

○

２
労
働
福
祉
金
融
に
関

す
る
事
務

⑴
各
種
調
査
の
実
施
そ
の
他
の
労
働
福
祉
金
融
に
関
す

る
こ
と
。

○

別
表
第
三
の
⚖
の
表
労
働
政
策
課
の
部
⚖
の
項
か
ら
13
の
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６
地
方
公
営
企
業
等
の

労
働
関
係
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
27年
法
律
第

289号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
に
関
す

る
事
務

⑴
調
停
の
請
求
（
法
第
14条
第
５
号
）

○
⑵
仲
裁
の
請
求
（
法
第
15条
第
５
号
）

○

７
公
益
通
報
に
関
す
る

事
務

⑴
関
係
機
関
と
の
調
整
そ
の
他
の
公
益
通
報
に
関
す
る

こ
と
。
○

８
雇
用
対
策
法
（
昭
和

41年
法
律
第
132号

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）
の

施
行
に
関
す
る
事
務

⑴
措
置
要
請
（
法
第
32条
第
１
項
）

○

⑵
⑴
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に
関
す
る
こ

と
。

○

９
港
湾
労
働
法
（
昭
和

63年
法
律
第
40号
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）
の

施
行
に
関
す
る
事
務

⑴
港
湾
雇
用
安
定
等
計
画
に
つ
い
て
の
意
見
の
申
出

（
法
第
３
条
第
３
項
、
第
５
項
）

○

10
介
護
労
働
者
の
雇
用
⑴
改
善
計
画
の
認
定
（
法
第
８
条
第
１
項
）

○
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管
理
の
改
善
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
４
年
法

律
第
63号
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
法
」
と

い
う
。
）
の
施
行
に
関

す
る
事
務

⑵
改
善
計
画
の
変
更
の
認
定
等
（
法
第
９
条
第
１
項
、

第
２
項
）

○

⑶
⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に
関
す

る
こ
と
。

○

11
中
小
企
業
に
お
け
る

労
働
力
の
確
保
及
び
良

好
な
雇
用
の
機
会
の
創

出
の
た
め
の
雇
用
管
理

の
改
善
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
３
年
法

律
第
57号
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
法
」
と

い
う
。
）
の
施
行
に
関

す
る
事
務

⑴
改
善
計
画
の
認
定
（
法
第
４
条
第
１
項
）

○

⑵
改
善
計
画
の
変
更
の
認
定
等
（
法
第
５
条
第
１
項
、

第
２
項
）

○

⑶
⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に
関
す

る
こ
と
。

○

12
雇
用
の
分
野
に
お
け

る
男
女
の
均
等
な
機
会

及
び
待
遇
の
確
保
等
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
47

年
法
律
第
113号

。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）
の

施
行
に
関
す
る
事
務

⑴
男
女
雇
用
機
会
均
等
対
策
基
本
方
針
に
関
す
る
意
見

の
申
出
（
法
第
４
条
第
４
項
）

○

⑵
⑴
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に
関
す
る
こ

と
。

○

13
高
年
齢
者
等
の
雇
用

の
安
定
等
に
関
す
る
法

律
（
昭
和
46年
法
律
第

68号
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
に
関
す

る
事
務

⑴
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
指
定
（
法
第
37条
第
１

項
）

○

⑵
業
務
拡
大
に
係
る
業
種
及
び
職
種
の
指
定
等
（
法
第

39条
第
１
項
－
第
３
項
）

○

⑶
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
監
督
命
令
（
法

第
42条
）

○

⑷
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
指
定
の
取
消
し
等
（
法

第
43条
第
１
項
）
○

⑸
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
の
指
定
等
（
法
第
44

条
第
１
項
、
第
４
項
）

○

⑹
⑴
か
ら
⑸
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

○

別
表
第
三
の
⚖
の
表
労
働
政
策
課
の
部
15
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

15
山
口
県
訓
練
手
当
支

給
規
則
（
昭
和
42年
山

口
県
規
則
第
３
号
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て

「
規
則
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
関
す
る
事
務

⑴
訓
練
手
当
の
支
給
制

限
（
規
則
第
８
条
）

県
立
職
業
能
力
開
発
校
の
訓

練
生
以
外
の
訓
練
生
に
係
る

も
の

○

県
立
職
業
能
力
開
発
校
の
訓

練
生
に
係
る
も
の

○

職
業
能
力

開
発
校

⑵
受
給
資
格
の
認
定
等

（
規
則
第
９
条
第
３

項
、
第
４
項
）

県
立
職
業
能
力
開
発
校
の
訓

練
生
以
外
の
訓
練
生
に
係
る

も
の

○

七
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県
立
職
業
能
力
開
発
校
の
訓

練
生
に
係
る
も
の

○

職
業
能
力

開
発
校

⑶
変
更
届
に
係
る
事
実

の
確
認
等
（
規
則
第
10

条
第
２
項
、
第
３
項
）

県
立
職
業
能
力
開
発
校
の
訓

練
生
以
外
の
訓
練
生
に
係
る

も
の

○

県
立
職
業
能
力
開
発
校
の
訓

練
生
に
係
る
も
の

○

職
業
能
力

開
発
校

⑷
訓
練
手
当
受
給
資
格

認
定
書
の
再
交
付
（
規

則
第
11条
第
１
項
）

県
立
職
業
能
力
開
発
校
の
訓

練
生
以
外
の
訓
練
生
に
係
る

も
の

○

県
立
職
業
能
力
開
発
校
の
訓

練
生
に
係
る
も
の

○

職
業
能
力

開
発
校

⑸
⑴
か
ら
⑷
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
規
則
の
施
行

に
関
す
る
こ
と
。

○

別
表
第
三
の
⚖
の
表
労
働
政
策
課
の
部
17
の
項
及
び
18
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

17
職
業
能
力
開
発
促
進

法
（
昭
和
44年
法
律
第

64号
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
に
関
す

る
事
務

⑴
県
職
業
能
力
開
発
計
画
の
策
定
（
法
第
７
条
第
１

項
）

○

⑵
関
係
事
業
主
の
団
体
に
対
す
る
勧
告
（
法
第
７
条
第

５
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
６
条
）

○

⑶
技
能
照
査
の
実
施
（
法
第
21条
第
１
項
）

○

職
業
能
力

開
発
校

⑷
修
了
証
書
の
交
付
（
法
第
22条
）

○

職
業
能
力

開
発
校

⑸
職
業
訓
練
指
導
員
の
免
許
証
の
交
付
（
法
第
28条
第

３
項
）

○
⑹
職
業
訓
練
指
導
員
免
許
の
取
消
し
（
法
第
29条
）

○
⑺
職
業
訓
練
指
導
員
試
験
の
実
施
（
法
第
30条

第
１

項
）

○

⑻
職
業
訓
練
法
人
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
人
」

と
い
う
。
）
の
名
称
等
の
設
定
（
法
第
35条
第
４
項
）

○

⑼
法
人
の
設
立
の
認
可
（
法
第
36条
）

○

⑽
法
人
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可
（
法
第

39条
第
１
項
）

○

⑾
法
人
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
の
検
査
（
法
第
39条

の
２
第
２
項
）

○

⑿
法
人
の
解
散
の
認
可
（
法
第
40条
第
２
項
）

○

⒀
法
人
の
設
立
の
認
可
の
取
消
し
（
法
第
41条
）

○
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⒁
法
人
の
残
余
財
産
の
帰
属
の
認
可
（
法
第
42条
第
２

項
、
第
３
項
）

○

⒂
技
能
検
定
試
験
の
実
施
等
（
法
第
46条
第
２
項
、
第

４
項
）

○

⒃
山
口
県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
県
協
会
」
と
い
う
。
）
の
設
立
の
認
可
（
法
第
90

条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
61条
）

○

⒄
県
協
会
の
定
款
の
変
更
の
認
可
（
法
第
90条
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
62条
第
２
項
）

○

⒅
県
協
会
の
役
員
の
選
任
の
認
可
（
法
第
90条
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
64条
第
２
項
）

○

⒆
県
協
会
の
解
散
の
認
可
（
法
第
90条
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
70条
第
２
項
）

○

⒇
県
協
会
が
解
散
す
る
場
合
の
清
算
人
の
選
任
（
法
第

90条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
71条
）

○

⚦
県
協
会
の
財
産
処
分
の
方
法
の
認
可
（
法
第
90条
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
72条
第
１
項
）

○

⚧
県
協
会
の
設
立
の
認
可
の
取
消
し
（
法
第
90条
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
75条
）

○

⚨
県
協
会
に
対
す
る
勧
告
及
び
業
務
の
停
止
命
令
（
法

第
90条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
75条
）

○

⚩
技
能
照
査
合
格
証
書
の
交
付
（
職
業
能
力
開
発
促
進

法
施
行
規
則
（
昭
和
44年
労
働
省
令
第
24号
）
第
29条

の
２
）

○

職
業
能
力

開
発
校

⚪
⑴
か
ら
⚩
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

○

18
職
業
に
必
要
な
技
能

の
振
興
に
関
す
る
事
務
⑴
職
業
に
必
要
な
技
能
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
施
策

の
決
定
○

⑵
⑴
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
職
業
に
必
要
な
技
能
の
振

興
に
関
す
る
こ
と
。

○

別
表
第
三
の
⚖
の
表
労
働
政
策
課
の
部
中
19
の
項
を
削
り
、
20
の
項
を
19
の
項
と
し
、
21
の
項
を
20

「

の
項
と
し
、
別
表
第
三
の
⚗
の
表
中

課・室

「
を

」

課・室・分室

「

に
改
め
、
別
表
第
三
の
⚘
の
表
中

」

課・室

を
」

「課
に
改
め
、
同
表
農
林
水
産
政
策
課
の
部
中
⚒
の
項
及
び
⚓
の
項
を
削
り
、
⚔
の
項
を
⚒
の
項

」

と
し
、
同
部
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

九
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３
農
業
協
同
組
合
法

（
昭
和
22年

法
律
第

132号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
に
関
す

る
事
務

⑴
信
託
法
（
平
成
18年

法
律
第
108号

）
に
規
定
す
る

権
限
の
行
使
（
法
第
11条
の
45）

○

⑵
一
時
役
員
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
の
選
任
又
は
総
会

の
招
集
（
法
第
40条
第
１
項
）

○

⑶
組
合
の
設
立
の
認
可
（
法
第
59条
第
１
項
）

○

⑷
組
合
の
設
立
の
認
可
の
取
消
し
（
法
第
63条

第
２

項
）

○

⑸
組
合
の
合
併
の
認
可
（
法
第
65条
第
２
項
）

○

⑹
出
資
組
合
の
新
設
分
割
の
認
可
（
法
第
70条
の
３
第

３
項
）

○

⑺
意
見
の
申
出
及
び
調
査
（
法
第
72条
の
43第
３
項
、

第
４
項
）

○

⑻
監
督
上
の
命
令
（
法
第
94条

の
２
第
１
項
、
第
２

項
）

○

⑼
法
令
等
の
違
反
に
対
す
る
措
置
の
命
令
及
び
共
済
規

程
等
の
承
認
の
取
消
し
（
法
第
95条

第
１
項
、
第
３

項
）

○

⑽
業
務
の
停
止
又
は
役

員
の
改
選
の
命
令
（
法

第
95条
第
２
項
）

中
央
会
に
係
る
も
の

○

組
合
及
び
農
事
組
合
法
人
に

係
る
も
の

○

⑾
解
散
の
命
令
（
法
第
95条
の
２
）

○

⑿
決
議
等
の
取
消
し

（
法
第
96条
第
１
項
）

中
央
会
に
係
る
も
の

○
組
合
に
係
る
も
の

○
⒀
⑴
か
ら
⑿
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

○
４
農
業
協
同
組
合
合
併

助
成
法
（
昭
和
36年
法

律
第
48号
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
法
」
と

い
う
。
）
の
施
行
に
関

す
る
事
務

⑴
合
併
経
営
計
画
の
適
否
の
認
定
（
法
第
２
条
第
１

項
）

○

⑵
⑴
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に
関
す
る
こ

と
。

○

５
独
立
行
政
法
人
農
業

者
年
金
基
金
法
（
平
成

14年
法
律
第
127号

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）
の

施
行
に
関
す
る
事
務

⑴
報
告
の
徴
収
及
び
検
査
（
法
第
64条
第
１
項
）
そ
の

他
の
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

○

６
農
業
保
険
法
（
昭
和

22年
法
律
第
185号

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

⑴
農
業
共
済
組
合
の
設
立
の
認
可
（
法
第
30条

第
１

項
）

○

一
〇
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「
法
」
と
い
う
。
）
の

施
行
に
関
す
る
事
務

⑵
農
業
共
済
組
合
の
模
範
定
款
例
の
設
定
（
法
第
35条

第
４
項
）

○

⑶
農
業
共
済
組
合
の
模
範
事
業
規
程
例
の
設
定
（
法
第

36条
第
４
項
）

○

⑷
仮
理
事
の
選
任
（
法
第
45条
）

○

⑸
農
業
共
済
組
合
の
解
散
の
認
可
（
法
第
65条

第
２

項
）

○

⑹
農
業
共
済
組
合
の
合
併
の
認
可
（
法
第
67条

第
２

項
）

○

⑺
意
見
の
申
出
及
び
調
査
（
法
第
84条
第
３
項
、
第
４

項
）

○

⑻
必
要
な
措
置
等
の
命
令
（
法
第
210条

第
１
項
、
第

２
項
）

○

⑼
農
業
共
済
組
合
の
役
員
の
改
選
の
命
令
及
び
解
任

（
法
第
212条

第
１
項
、
第
２
項
）

○

⑽
農
業
共
済
組
合
の
解
散
の
命
令
（
法
第
212条

第
３

項
）

○

⑾
決
議
等
の
取
消
し
（
法
第
213条

）

○

⑿
共
済
事
業
の
実
施
の
あ
つ
せ
ん
（
農
業
保
険
法
施
行

令
（
平
成
29年
政
令
第
263号

）
第
15条
）

○

⒀
⑴
か
ら
⑿
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

○

７
農
林
水
産
業
施
設
災

害
復
旧
事
業
費
国
庫
補

助
の
暫
定
措
置
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
25年
法

律
第
169号

。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
の
規
定
に

基
づ
く
農
業
協
同
組

合
、
農
業
協
同
組
合
連

合
会
及
び
農
事
組
合
法

人
の
所
有
す
る
共
同
利

用
施
設
に
関
す
る
事
務

⑴
災
害
復
旧
事
業
等
に
関
す
る
報
告
（
法
第
６
条
）

○
⑵
⑴
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
規
定
に
基
づ
く
農
業

協
同
組
合
、
農
業
協
同
組
合
連
合
会
及
び
農
事
組
合
法

人
の
所
有
す
る
共
同
利
用
施
設
に
関
す
る
こ
と
。

○

８
森
林
組
合
法
（
昭
和

53年
法
律
第
36号
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）
の

施
行
に
関
す
る
事
務

⑴
信
託
法
に
規
定
す
る
権
限
の
行
使
（
法
第
12条
）

○

⑵
分
担
金
の
認
可
等
（
法
第
25条
第
１
項
、
第
３
項
）

○

⑶
一
時
役
員
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
の
選
任
又
は
総
会

の
招
集
（
法
第
53条
第
１
項
）

○

⑷
組
合
の
設
立
の
認
可
（
法
第
79条
）

○

⑸
組
合
の
解
散
の
決
議
の
認
可
（
法
第
83条
第
２
項
）

○

一
一

平成30年４月１日 日曜日 山 口 県 報 （号 外−26）



⑹
組
合
の
合
併
の
認
可
（
法
第
84条
第
２
項
）

○

⑺
意
見
の
申
出
及
び
調
査
（
法
第
99条
の
９
第
３
項
、

第
４
項
）

○

⑻
組
織
変
更
の
認
可
（
法
第
100条

の
８
第
１
項
、
第

100条
の
16、
第
100条

の
22第
１
項
）

○

⑼
監
督
上
の
命
令
（
法
第
112条

）

○

⑽
法
令
等
の
違
反
に
対
す
る
措
置
の
命
令
等
（
法
第

113条
）

○

⑾
組
合
の
解
散
の
命
令
（
法
第
114条

）

○

⑿
議
決
、
選
挙
及
び
当
選
の
取
消
し
（
法
第
115条

第
１
項
）

○

⒀
専
用
契
約
の
取
消
し
（
法
第
116条

）

○

⒁
⑴
か
ら
⒀
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

○

９
水
産
業
協
同
組
合
法

（
昭
和
23年

法
律
第

242号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
に
関
す

る
事
務

⑴
一
時
役
員
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
の
選
任
又
は
総
会

の
招
集
（
法
第
43条
第
１
項
）

○

⑵
漁
業
協
同
組
合
等
の

定
款
の
変
更
の
認
可

（
法
第
48条
第
２
項
）

二
以
上
の
出
先
機
関
の
所
管

区
域
に
わ
た
る
区
域
を
地
区

と
す
る
漁
業
協
同
組
合
等
に

係
る
も
の

○

二
以
上
の
出
先
機
関
の
所
管

区
域
に
わ
た
る
区
域
を
地
区

と
す
る
漁
業
協
同
組
合
等
以

外
の
漁
業
協
同
組
合
等
に
係

る
も
の

○

農
林
水
産

事
務
所

山
口
県
下

関
水
産
振

興
局

⑶
漁
業
協
同
組
合
等
の
設
立
の
認
可
（
法
第
64条
）

○
⑷
漁
業
協
同
組
合
等
の
設
立
の
認
可
の
取
消
し
（
法
第

66条
の
２
）
○

⑸
解
散
の
決
議
の
認
可
（
法
第
68条
第
２
項
、
第
91条

第
２
項
）

○

⑹
漁
業
協
同
組
合
等
の
合
併
の
認
可
（
法
第
69条
第
２

項
）

○

⑺
意
見
の
申
出
及
び
調
査
（
法
第
85条
の
９
第
３
項
、

第
４
項
）

○

⑻
漁
業
協
同
組
合
等
の

業
務
又
は
会
計
の
状
況

に
つ
い
て
の
常
例
検
査

の
実
施
（
法
第
123条

第
４
項
）

内
水
面
漁
業
協
同
組
合
以
外

の
漁
業
協
同
組
合
等
に
係
る

も
の

○

一
二
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内
水
面
漁
業
協
同
組
合
に
係

る
も
の

○

農
林
水
産

事
務
所

山
口
県
下

関
水
産
振

興
局

⑼
監
督
上
の
命
令
（
法
第
123条

の
２
第
１
項
、
第
２

項
）

○

⑽
法
令
等
の
違
反
に
対
す
る
措
置
命
令
等
（
法
第
124

条
）

○

⑾
解
散
命
令
（
法
第
124条

の
２
）

○

⑿
決
議
、
選
挙
又
は
当
選
の
取
消
し
（
法
第
125条

第
１
項
）

○

⒀
専
用
契
約
の
取
消
し
（
法
第
126条

）

○

⒁
⑴
か
ら
⒀
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

○

10
漁
業
協
同
組
合
合
併

促
進
法
（
昭
和
42年
法

律
第
78号
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
法
」
と

い
う
。
）
の
施
行
に
関

す
る
事
務

⑴
合
併
及
び
事
業
経
営
計
画
の
認
定
（
法
第
２
条
）

○

⑵
合
併
及
び
事
業
経
営
計
画
の
認
定
に
つ
い
て
の
意
見

聴
取
（
法
第
４
条
第
１
項
）

○

⑶
⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に
関
す

る
こ
と
。

○

11
漁
業
災
害
補
償
法

（
昭
和
39年

法
律
第

158号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
に
関
す

る
事
務

⑴
報
告
の
徴
収
（
法
第
68条
）

○

⑵
請
求
検
査
及
び
臨
時
検
査
（
法
第
69条
、
第
71条
）

○

⑶
措
置
命
令
及
び
監
督
命
令
（
法
第
72条
、
第
73条
）

○
⑷
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

○
12
民
間
公
益
活
動
を
促

進
す
る
た
め
の
休
眠
預

金
等
に
係
る
資
金
の
活

用
に
関
す
る
法
律
（
平

成
28年
法
律
第
101号

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）
の

施
行
に
関
す
る
事
務

⑴
事
由
の
認
可
（
法
第
２
条
第
４
項
第
２
号
）

○

⑵
⑴
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に
関
す
る
こ

と
。

○

13
生
活
改
善
士
の
認
定

に
関
す
る
事
務

⑴
生
活
改
善
士
の
認
定

○

14
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水

産
業
等
に
係
る
被
害
の

防
止
の
た
め
の
特
別
措

置
に
関
す
る
法
律
（
平

成
19年
法
律
第
134号

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）
の

⑴
被
害
防
止
計
画
の
策
定
に
係
る
協
議
及
び
許
可
権
限

委
譲
事
項
に
つ
い
て
の
同
意
（
法
第
４
条
第
６
項
）

○

⑵
⑴
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に
関
す
る
こ

と
。

○

一
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施
行
に
関
す
る
事
務

別
表
第
三
の
⚘
の
表
団
体
指
導
室
の
部
を
削
り
、
同
表
農
業
振
興
課
の
部
⚑
の
項
か
ら
⚕
の
項
ま
で

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１
農
業
振
興
地
域
の
整

備
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
44年
法
律
第
58号
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）
の

施
行
に
関
す
る
事
務

⑴
農
業
振
興
地
域
整
備
基
本
方
針
の
作
成
及
び
変
更

（
法
第
４
条
第
１
項
、
第
５
条
第
１
項
）

○

⑵
農
業
振
興
地
域
の
指
定
（
法
第
６
条
第
１
項
）

○

⑶
農
業
振
興
地
域
の
区
域
の
変
更
等
（
法
第
７
条
第
１

項
）

○

⑷
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
の
協
議
等
（
法
第

８
条
第
４
項
）

全
体
見
直
し
に
係
る
も
の

○

そ
の
他
の
見
直
し
に
係
る
も

の

○

⑸
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
策
定
、
変
更
等
（
法
第

９
条
第
１
項
、
第
13条
）

○

⑹
交
換
分
合
計
画
の
認
可
（
法
第
13条
の
２
第
３
項
）

○

⑺
土
地
利
用
に
係
る
調
停
（
法
第
15条
第
２
項
）

○

⑻
開
発
行
為
の
中
止
等
の
命
令
（
法
第
15条
の
３
）

○

⑼
農
用
地
区
域
以
外
の
区
域
内
に
お
け
る
開
発
行
為
に

つ
い
て
の
勧
告
等
（
法
第
15条
の
４
）

○

⑽
⑴
か
ら
⑼
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

○

２
農
地
法
（
昭
和
27年

法
律
第
229号

。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）
の

施
行
に
関
す
る
事
務

⑴
農
地
の
転
用
の
許
可

（
法
第
４
条
第
１
項
）
面
積
が
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超

え
る
農
地
に
係
る
も
の

○

面
積
が
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下

の
農
地
に
係
る
も
の

○
⑵
農
地
等
の
転
用
の
た

め
の
所
有
権
等
の
移
転

等
の
許
可
（
法
第
５
条

第
１
項
）

面
積
が
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超

え
る
農
地
等
に
係
る
も
の

○

面
積
が
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下

の
農
地
等
に
係
る
も
の

○

⑶
農
地
中
間
管
理
権
の
設
定
に
関
す
る
裁
定
（
法
第
39

条
第
１
項
）

○

⑷
違
反
転
用
に
対
す
る
処
分
（
法
第
51条
第
１
項
）

○

⑸
⑴
か
ら
⑷
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

○

３
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
26年

法
律
第
88号
。
以
下
こ

⑴
県
機
構
の
指
定
（
法
第
42条
第
１
項
）

○
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の
項
に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
の
施
行
に

関
す
る
事
務

⑵
業
務
規
程
の
認
可
（
法
第
44条
第
１
項
）

○

⑶
事
業
計
画
等
の
認
可
（
法
第
45条
第
１
項
）

○

⑷
業
務
の
休
廃
止
の
許
可
（
法
第
46条
第
１
項
）

○

⑸
監
督
命
令
（
法
第
49条
）

○

⑹
県
機
構
の
指
定
の
取
消
し
（
法
第
50条
第
１
項
）

○

⑺
⑴
か
ら
⑹
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

○

４
市
民
農
園
整
備
促
進

法
（
平
成
２
年
法
律
第

44号
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
に
関
す

る
事
務

⑴
基
本
方
針
の
策
定
、
変
更
等
（
法
第
３
条
第
１
項
、

第
６
項
、
第
７
項
）

○

⑵
交
換
分
合
計
画
の
認
可
（
法
第
５
条
第
２
項
）

○

⑶
⑴
及
び
⑵
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に
関
す

る
こ
と
。

○

５
主
要
食
糧
の
需
給
及

び
価
格
の
安
定
に
関
す

る
法
律
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
に
関
す

る
事
務

⑴
資
料
の
提
出
（
法
第
４
条
第
３
項
）
そ
の
他
の
法
の

施
行
に
関
す
る
こ
と
。

○

別
表
第
三
の
⚘
の
表
農
業
振
興
課
の
部
中
19
の
項
を
20
の
項
と
し
、
10
の
項
か
ら
18
の
項
ま
で
を
一

項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
部
⚙
の
項
中
「野

菜
供
給
安
定
基
金

」
を
「独

立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機

構

」
に
改
め
、
同
項
を
同
部
10
の
項
と
し
、
同
部
中
⚖
の
項
か
ら
⚘
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下

げ
、
⚕
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

６
種
苗
法
（
平
成
10年

法
律
第
83号
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
の
施
行
に

関
す
る
事
務

⑴
表
示
に
関
す
る
基
準
を
遵
守
す
べ
き
旨
の
勧
告
（
法

第
59条
第
４
項
）
○

⑵
指
定
種
苗
に
つ
い
て
の
命
令
（
法
第
60条
）

○

⑶
指
定
種
苗
の
生
産
等
の
基
準
を
遵
守
す
べ
き
旨
の
勧

告
等
（
法
第
61条
第
２
項
、
第
３
項
）

○

⑷
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

○

別
表
第
三
の
⚘
の
表
農
村
整
備
課
の
部
⚑
の
項
の
⑵
、
⑺
、
⑻
、
⒇
、
⚦
及
び
⚪
か
ら
⚵
ま
で
の
規

定
中
「農
林
事
務
所

」
を
「農

林
水
産
事
務
所
山
口
県
下
関
農
林
事
務
所

」
に
改
め
、
同
項
の
⚹
中

「を
す
る
こ
と
（
法
第
114条

）
。

」
を
「（

法
第
114条

）

」
に
、
「農

林
事
務
所

」
を
「農

林
水
産

事
務
所
山
口
県
下
関
農
林
事
務
所

」
に
改
め
、
同
項
の
⛅
、
同
部
⚓
の
項
の
⒁
及
び
⒅
並
び
に
同
部

⚕
の
項
の
⑻
中
「農

林
事
務
所

」
を
「農

林
水
産
事
務
所
山
口
県
下
関
農
林
事
務
所

」
に
改
め
、
同

部
⚖
の
項
中
「特

殊
土
じ
よ
う

●
●

●地
帯
災
害
防
除
及
び
振
興
臨
時
措
置
法

」
を
「特

殊
土
壌
地
帯
災
害
防

除
及
び
振
興
臨
時
措
置
法

」
に
改
め
、
同
部
⚗
の
項
の
⑴
及
び
⑵
並
び
に
同
部
⚘
の
項
の
⑴
、
同
表
畜

産
振
興
課
の
部
⚒
の
項
の
⑶
及
び
⑷
、
同
部
⚓
の
項
の
⑴
及
び
⑵
並
び
に
同
部
13
の
項
の
⑴
及
び
⑶
並

び
に
同
表
森
林
企
画
課
の
部
⚑
の
項
の
⑼
中
「農

林
事
務
所

」
を
「農

林
水
産
事
務
所
山
口
県
下
関

農
林
事
務
所

」
に
改
め
、
同
部
⚓
の
項
中
「森

林
・
林
業
再
生
基
盤
づ
く
り
交
付
金

」
を
「林

業
・
木

材
産
業
成
長
産
業
化
促
進
対
策
交
付
金

」
に
改
め
、
同
表
森
林
整
備
課
の
部
⚑
の
項
の
⑹
か
ら
⑻
ま
で

の
規
定
、
同
部
⚖
の
項
の
⑶
及
び
同
部
⚘
の
項
の
⑹
中
「農

林
事
務
所

」
を
「農

林
水
産
事
務
所
山

一
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口
県
下
関
農
林
事
務
所

」
に
改
め
、
同
表
水
産
振
興
課
の
部
⚒
の
項
の
⑷
、
⑹
及
び
⑺
中
「山

口
県
下

関
水
産
振
興
局
水
産
事
務
所

」
を
「農

林
水
産
事
務
所
山
口
県
下
関
水
産
振
興
局

」
に
改
め
、
同

部
中
⚕
の
項
を
削
り
、
⚖
の
項
を
⚕
の
項
と
し
、
⚗
の
項
を
⚖
の
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

７
内
水
面
漁
業
の
振
興

に
関
す
る
法
律
（
平
成

26年
法
律
第
103号

。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）
の

施
行
に
関
す
る
事
務

⑴
計
画
の
策
定
（
法
第
10条
第
１
項
）

○

別
表
第
三
の
⚘
の
表
水
産
振
興
課
の
部
⚘
の
項
の
⒅
、
⚸
、
⚹
及
び
⚻
か
ら
⚿
ま
で
の
規
定
中
「山

口
県
下
関
水
産
振
興
局
水
産
事
務
所

」
を
「農

林
水
産
事
務
所
山
口
県
下
関
水
産
振
興
局

」
に
改

め
、
同
項
の
⛀
中
「法

」
を
「調

整
規
則

」
に
、
「山

口
県
下
関
水
産
振
興
局
水
産
事
務
所

」
を

「農
林
水
産
事
務
所
山
口
県
下
関
水
産
振
興
局

」
に
改
め
、
同
項
の
⛄
、
⛆
、
⛈
か
ら
⛊
ま
で
の
規

定
、
⛌
、
⛎
及
び
⛐
、
同
部
10
の
項
の
⑵
、
同
部
12
の
項
の
⑴
、
⑵
及
び
⑸
、
同
部
13
の
項
の
⑴
か
ら

⑿
ま
で
の
規
定
並
び
に
同
部
14
の
項
の
⑴
及
び
⑵
中
「山

口
県
下
関
水
産
振
興
局
水
産
事
務
所

」
を

「農
林
水
産
事
務
所
山
口
県
下
関
水
産
振
興
局

」
に
改
め
、
同
部
15
の
項
の
⑴
か
ら
⑷
ま
で
を
削

り
、
同
項
の
⑸
中
「⑴

か
ら
⑷
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外

」
を
「加
入
区
の
指
定
（
法
第
112条

第
⚑

項
）
そ
の
他

」
に
改
め
、
同
項
の
⑸
を
同
項
の
⑴
と
し
、
同
表
漁
港
漁
場
整
備
課
の
部
⚑
の
項
の
⒁
中

「第
⚓
項
、
第
⚕
項

」
を
「第

⚔
項

」
に
改
め
、
同
部
⚓
の
項
の
⒁
及
び
⒅
中
「山

口
県
下
関
水
産
振

興
局
山
口
県
萩
水
産
事
務
所

」
を
「山

口
県
萩
農
林
水
産
事
務
所
山
口
県
下
関
水
産
振
興
局

」
に

改
め
、
同
部
⚔
の
項
の
⑴
中
「山

口
県
萩
水
産
事
務
所

」
を
「山

口
県
萩
農
林
水
産
事
務
所

」
に
改

め
、
別
表
第
三
の
⚙
の
表
道
路
建
設
課
の
部
⚒
の
項
の
⑴
中
「立

体
交
差
化
計
画
等

」
を
「地

方
踏
切

道
改
良
計
画

」
に
改
め
、
同
項
の
⑵
中
「第
⚗
条
第
⚑
項

」
を
「第

⚙
条
第
⚑
項

」
に
改
め
、
同
項
の

⑶
中
「保

安
設
備
整
備
計
画

」
を
「保
安
設
備
の
整
備
に
よ
る
指
定
踏
切
道
の
改
良

」
に
、
「第

⚘
条

第
⚒
項

」
を
「第

10条
第
⚒
項

」
に
改
め
、
同
表
都
市
計
画
課
の
部
⚕
の
項
の
⑹
中
「、

第
28条

」
を

削
り
、
同
項
中
⑺
を
削
り
、
⑻
を
⑺
と
し
、
⑼
か
ら
⑾
ま
で
を
削
り
、
同
項
の
⑿
中
「⑾

」
を
「⑺
」

に
改
め
、
同
項
の
⑿
を
同
項
の
⑻
と
し
、
同
部
⚖
の
項
の
⑵
を
削
り
、
同
項
の
⑶
中
「及

び
⑵

」
を
削

り
、
同
項
の
⑶
を
同
項
の
⑵
と
し
、
同
部
11
の
項
の
⑼
中
「⑻

」
を
「⑽

」
に
改
め
、
同
項
中
⑼
を
⑾

と
し
、
⑻
を
⑽
と
し
、
⑽
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑼
協
議
会
の
組
織
（
法
第
31条
の
４
第
１
項
）

○

別
表
第
三
の
⚙
の
表
都
市
計
画
課
の
部
11
の
項
中
⑺
を
⑻
と
し
、
⑹
を
⑺
と
し
、
⑸
を
⑹
と
し
、
同

項
の
⑷
中
「第

25条
の
⚓
第
⚒
項

」
を
「第

25条
の
11第

⚒
項

」
に
改
め
、
同
項
中
⑷
を
⑸
と
し
、
⑶

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

⑷
災
害
時
維
持
修
繕
協
定
の
締
結
（
法
第
15条
の
２
）

○

別
表
第
三
の
⚙
の
表
建
築
指
導
課
の
部
⚑
の
項
の
⚫
中
「第

13項

」
を
「第

14項

」
に
改
め
、
同
部

⚘
の
項
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
同
表
住
宅
課
の
部
15
の
項
中
「（

以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）

」
を
削
り
、
同
項
の
⑴
中
「第

16項

」
を
「第

17項

」
に
改
め
、
同
部
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。
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17
住
宅
確
保
要
配
慮
者

に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の

供
給
の
促
進
に
関
す
る

法
律
（
平
成
19年
法
律

第
112号

。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
法
」
と

い
う
。
）
の
施
行
に
関

す
る
事
務

⑴
都
道
府
県
賃
貸
住
宅
供
給
促
進
計
画
の
作
成
（
法
第

５
条
第
１
項
）

○

⑵
住
宅
確
保
要
配
慮
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
事
業
の
登

録
の
取
消
し
（
法
第
24条
第
１
項
、
第
２
項
）

○

⑶
指
定
登
録
機
関
の
指
定
（
法
第
25条
第
１
項
）

○

⑷
登
録
事
務
規
程
の
認
可
、
変
更
の
認
可
又
は
変
更
の

命
令
（
法
第
30条
第
１
項
、
第
３
項
）

○

⑸
指
定
登
録
機
関
に
対
す
る
監
督
命
令
（
法
第
32条
）

○

⑹
登
録
事
務
の
休
廃
止
の
許
可
（
法
第
34条
第
１
項
）

○

⑺
指
定
登
録
機
関
の
指
定
の
取
消
し
等
（
法
第
35条
第

１
項
、
第
２
項
）

○

⑻
支
援
法
人
の
指
定
（
法
第
40条
）

○

⑼
支
援
法
人
に
対
す
る
監
督
命
令
（
法
第
48条
）

○

⑽
支
援
法
人
の
指
定
の
取
消
し
（
法
第
50条
第
１
項
）

○

⑾
⑴
か
ら
⑽
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
以
外
の
法
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

○

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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